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セクシュアル・ハラスメントの例

ALL HARASSMENT

セクシュアル・ハラスメントには例として、次のようなものがあげられます。この
他にも、さまざまなケースが考えられます。たとえ以下の例に該当しなくても、
相手の人権を侵害する性的・性差別的言動であれば、それはすべてセクシュ
アル・ハラスメントになります。何を不快と感じるかは人によって異なります。
ですから、ある人にとってはセクシュアル・ハラスメントと感じられないことで
も、別の人にとってはそうであることもあります。

●教員Ａはいつも卑猥な冗談をいう。学生は抗議したいが、教員の不興を
かって成績評価が悪くなるのを恐れ、我慢している。
●学生ＢとＣをカップルにしたてようとして、皆がことあるごとにはやしたてる。
●研究指導のやりとりの中で、「彼氏／彼女はいないのか」「まだ結婚しない
のか」などプライベートな質問をする。
●「結婚したのにまだ働く気か」「女に学問はできない」「男のくせに根性がな
い」「男なら酒ぐらい飲むのが当たり前」など、性別によって社会的役割を固
定しようとする。

●教員Dはいつも学生Eだけに「髪型、変えたの？可愛いね」「今日は、スカー
トなんだ」と声をかける。本人だけでなく、他の学生も不快に感じている。
●同性愛や性同一性障害などの性的少数者を嘲笑の対象にして、当事者に
いたたまれない思いをさせる。
●研究室内で、学生Fの性や恋愛についての噂が流れ、Fは自分のプライバ
シーが侵害されたと感じている。

●職場や研究室などですれ違う時などに、避けようと思えば避けられるにも
かかわらず、相手の体に接触する。
●助教Gと学生Hは交際をやめることにした。それ以降、Gは研究室でHにつ
らくあたるようになった。
●事務職員 Iは、上司が自分の体をジロジロと見ているのに気が付いたが、
職場での自分の立場が悪くなるのが怖くて、なかなか抗議できない。その
うち、ストレスで体調まで壊した。
●女性であるというだけで、研究会や学会の受付、お茶くみ、掃除を強要する。
●教員Jは研究指導の最中に、不必要に学生Kの体に触る。抗議したところ
「君は大学院志望ではないのか」と暗に脅された。他大学の大学院を受験
しようにも指導教員Jから推薦状を書いてもらえると思えない。

●職場や研究室、サークルの部屋に、水着写真やポルノ写真が貼られている。
あるいはコンピュータの壁紙に同様の写真を使っている。
●性的な記事を売り物にする雑誌や新聞がこれ見よがしに広げられている。
●酒の席などで他の人がセクシュアル・ハラスメントにあっていても見て見ぬ
ふりをする。

①性的な要求に服従したことに対して、修学・
就労上で利益を与えること、または、それを
拒否したことに対して、不利益を与えること。

②修学・就労上で利益を提供すること、または
不利益を与えることを示唆して、性的な誘い
かけを行ったり、性的に好意的な態度を要
求すること。

③性的な言動、掲示などによって、修学・就労
環境を悪化させること。

④性別によって社会的役割分担を固定化しよ
うとすること。

ハラスメントの
被害者・加害者に
ならないために…
一つひとつが「軽い」ものでも、行為が繰り返されることによって、
学習意欲が減退したり、大学へ行くことが苦痛に感じるようになれば、それは深刻なハラスメントです。
キャンパスからハラスメントをなくすために、小さな勇気を積み重ねましょう！
小さな勇気は解決に向けての大きな一歩になります。
ＮＯをはっきりと！ＮＯを言える環境づくりをしましょう！ 

セクシュアル・
ハラスメントとは何か

セクシュアル・
ハラスメントの内容

セクシュアル・ハラスメントとは他の人を不快にさせる性的・性
差別的言動を指します。やっている本人が「軽い冗談」や「親愛
の情を示しただけ」と思っていても、された側が「いやだ」と感じ
たら、それはセクシュアル・ハラスメントとなります。
また、セクシュアル・ハラスメントとは単なる「性的嫌がらせ」で
はなく、深刻な人権問題であり、教育問題であり、労働問題でも
あります。

セクシュアル・ハラスメントは上司と部下、教員と学生という関
係だけでなく、クラス、サークル、研究室内の学生同士の関係な
ど、キャンパスに関わるすべての人の間に起こり得ます。また、大
学生活の延長上にあれば、キャンパス外やプライベートな時間、
アルバイト先で起こったことでも、それは大学として対応すべき
セクシュアル・ハラスメントです。

キャンパスは教員、事務職員、非常勤講師、非常勤職員、学部生、
大学院生、研究生、科目等履修生など、大学で学び働くすべて
の人を構成員とするコミュニティです。そこは、女性と男性が互
いによきパートナーとして認め合いながら、平等に能力を発揮
し、対等にコミュニケーションのできる学びの場、労働の場でな
ければなりません。文学研究科・文学部は、セクシュアル・ハラス
メントによるいかなる人権侵害も許しません。
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